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はじめに
近年、地震や大雨などによって引き起こされる災害が

後を絶たない。特に長野県では、右図のように火山噴

火、地震、洪水等様々な災害が短期間で発生している。

そのため、日ごろからハザードマップなどの情報を基

に備えることや、過去の災害からどのような被害を受

ける可能性があるのか知ることが重要である。

→２つの調査から、ハザードマップに必要な情報、早

期の避難行動につながるハザードマップについて考え

る。

長野県で発生し
た主な災害

被害

平成18年豪雨 死者10人、住
家全壊30戸

平成26年御嶽山
噴火

死者58人、行
方不明者5人

平成26年神城
断層地震

住家全壊81戸、
半壊175戸

平成26年梨子沢
土石流災害

死者1人、住家
全壊10戸

令和元年東日本
台風

死者23人、住
家全壊920戸、
半壊2496戸

図１,長野県で近年発生した主な災害



調査①：千曲川流域18市町村の災害危険度調査

・水害・地震危険度についてそれぞれ調査を実施。

→指定緊急避難場所、指定避難所、学校・役所等の公共施設の立地や過去の災害の被害状況か

ら危険度を分析。

・各市町村のハザードマップ、災害報告書、重ねるハザードマップ、防災科研J-SHIS Mapを

用いる。

調査①：千曲川流域18市町村の災害危険度調査

• 水害危険度

浸水想定 危険度

10m以上 家屋倒壊等氾濫想定
区域内

１

5～10ｍ未満 家屋倒壊等氾濫想
定区域から100ｍ以内

２

3~5ｍ未満 ３

0.5～3ｍ未満 ４

0.5ｍ未満 浸水想定区域から
100ｍ以内

５

浸水想定なし ６

浸水・土砂流入実績 危険
度

浸水または土砂流入実
績あり

A

浸水・土砂流入箇所か
ら100ｍ以内

B

浸水・土砂流入箇所か
ら101～200ｍ以内

C

どこからも遠い D

図2:長野市洪水ハザードマップより引用



調査①：千曲川流域18市町村の災害危険度調査

•地震危険度

表層地盤増幅率 危険度

2.0以上 １

1.6～1.99 ２

1.4～1.59 ３

1.0～1.39 ４

0～0.99 ５

土砂災害 危険度

周囲が警戒区域内･区域、土砂流入 A

警戒区域･流入箇所 100ｍ以内
B

警戒区域･流入箇所 101～200m C

どこからも遠い D

図3：防災科研 J-SHIS地震ハザードステーションより引用

調査①：千曲川流域18市町村の災害危険度調査

A1 A2 A3 A4 A5 A6 B1 B2 B3 B4 B5 B6
5 4 0 0 0 0 2 3 0 1 1 0

C1 C2 C3 C4 C5 C6 D1 D2 D3 D4 D5 D6
2 3 0 0 0 0 25 19 13 31 42 168

A1 A2 A3 A4 A5 B1 B2 B3 B4 B5
0 0 0 10 73 0 0 0 11 43

C1 C2 C3 C4 C5 D1 D2 D3 D4 D5
0 1 0 12 25 0 10 1 113 20

・地震危険度

・長野県内A市
・水害危険度

• 水害危険度がAランクの施設はいずれもハザードマップにおい
て5ｍ以上の浸水想定がされている。
→水害発生のリスクが高まっている時には、早期の安全確保が必
要である。

• 地震危険度がAランクの施設は、土砂災害警戒区域内に立地し
ているなど、山間部、斜面の付近に立地する施設が多い。

→地震発生に伴う土砂災害に警戒が必要である。



調査②：ハザードマップの公開・更新状況、記載項目
ごとの記載率の調査

ハザードマップポータルサイト（国土交通省）、長野県内各市町村のハザー

ドマップのリンク（信濃毎日新聞社）を利用し、インターネット上で公開さ

れている市町村ごとの水害、土砂災害のハザードマップの公開・更新状況に

ついて調査。

記載項目ごとの記載率の調査

→地図面13項目、情報・学習面20項目の計33項目を調査。

対象は洪水ハザードマップ等の水害ハザードマップ

ハザードマップの公表・更新状況
（全７７市町村）
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地図面における項目ごとの記載率（全68市町村）
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97%
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100%

100%
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3%

59%

60%

浸水想定区域

浸水深

土砂災害警戒区域

早期の立退き避難が必要

な区域

避難施設、避難場所、避

難経路等に関する事項

地下街、大規模工場、要

配慮者利用施設

水位観測所等の位置

13%

6%

79%

6%

96%

38%

87%

94%

21%

94%

4%

62%

浸水継続時間

浸水到達時間

地盤高

排水ポンプ場

防災関係機関

防災備蓄倉庫

記載あり 記載なし

浸水継続時間

浸水到達時間

排水ポンプ場

防災備蓄倉庫

記載について水害ハザード
マップ作成の手引きにおいて
「推奨」とされている項目で
は記載率が低い傾向にある。
（浸水継続時間,浸水到達時間,
排水ポンプ場,防災備蓄倉庫）

情報・学習面における項目ごとの記載率（全68市町村）

84%

82%

76%

69%

91%

4%

78%

16%

18%

24%

31%

9%

96%

22%

洪水予報等、避難情報の伝達方法（無線、

エリアメール）

水害時に得られる情報と、その受信や取

得の方法（SNS、テレビ）

避難情報に関する事項（発令の目安、警

戒レベルごとの解説）

浸水が想定される区域における避難行動

の解説と留意点

避難場所等の一覧

避難訓練の実施に関する事項

水害シナリオ（降雨量等）



情報・学習面における項目ごとの記載率（全68市町村）

78%

97%

76%

9%

59%

22%

3%

24%

91%

100%

100%

41%

水害シナリオ（降雨量等）

他のハザードマップ作成状況に関する事項

（他ハザードマップとの一体化も含む）

土砂災害、水害に備えた事前の心構え

既往水害に関する情報

浸水継続時間が長い区域についての解説と

留意事項

排水ポンプ場の情報

防災関係機関一覧表

既往水害に関する情報

浸水継続時間が長い地域についての解説
と留意事項

排水ポンプ場の情報

情報・学習面における項目ごとの記載率（全68市町村）

68%

78%

72%

79%

9%

100%

32%

22%

28%

100%

21%

91%

防災備蓄倉庫（名称、数量等）

水害発生時における避難の心得

土砂災害、水害発生メカニズム

気象警報等に関する事項（警報、注意報の種

類、その内容）

施設の役割、整備状況、整備計画

安否確認情報（災害伝言ダイヤル）

多言語対応

記載あり 記載なし

防災備蓄倉庫（名称、数量等）

施設の役割、整備状況、整備計画

多言語対応

•地図面において「記載あり」が５０％以下の項目につ
いては、情報・学習面における項目においても記載率
が低い（浸水継続時間、排水ポンプ場、防災備蓄倉庫
に関する情報）。

• 既往水害に関する情報は令和元年東日本台風による被
害を受けている市町村においても記載がなく、記載率
が9％と低くなっている。

• 多言語対応については、９割以上の自治体で進んでい
ない状況。



考察

図5:長野新幹線車両センター付近の表層地盤増幅率図

図6:長野新幹線車両センター付近の浸水想定区域図

図4：千曲川の氾濫により水没した新幹線車両
（長野市)(産経新聞,2019)

・水害危険度がAランクの施設、浸水深
が深い区域に立地している施設の周辺→
氾濫平野のような地盤の軟弱な地形が広
がり、表層地盤増幅率が高くなっている。

・長野新幹線車両センター
・表層地盤増幅率：1.4～2.0
・想定浸水深：10～20ｍ
・令和元年東日本台風の千曲川の氾濫に
より浸水

・表層地盤増幅率が高い区域と水害危
険度が高い区域が重なっているため、
水害と地震の双方で大きな被害を受け
る可能性がある区域が存在しているこ
とが分かる。

・上流部や河川狭窄部のように平地の少ない地域では、浸水と土砂災害の双方の
被害を受けることが想定されている場所も多く存在する。

・地震危険度については土砂災害警戒区域内に立地する施設が山間部では特に多
く、調査を実施した施設のうち９割以上が土砂災害警戒区域内に立地している自
治体もある。

図7,飯山市、野沢温泉村境の浸水想定区域図 図8,飯山市、野沢温泉村境の土砂災害警戒区域図



考察

• ハザードマップの更新時期は、想定最大規模の浸水想定区域図
の公表、更新が大きく関わっていると考えられる。

• 長野県の主な河川の公表時期

• 千曲川：飯山市から上田市（H28）、新潟県境から飯山市
（H29）、上田市より上流の区間（R２）

• 天竜川：H28

• 木曽川：R2

• 諏訪湖：R1

これらの流域自治体の水害ハザードマップはすべ
て、これらの情報が公表された後に更新が行われ

ている。

浸水想定区域の情報が更新された場合、今後も
その都度更新されるかどうか注目する必要がある。
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